
３．ヒアリングにて確認できた特徴的なポイント

（１）検討プロセスについて

・事業発案から事業実施の方針決定までの調整・検討プロセスを策定し、庁内に周知

・ PPP/PFI検討プロセスの中に予算確保の仕組みを含めることで、手続きの簡素化

（２）関係部局の役割について

・検討プロセスに応じた関係部局の役割を明確化しており、権限等も明らかにしている

・資産管理部局との連携により、事前に対象事業を把握し早期の検討を促す

（３）PPP/PFI推進部局によるサポート体制について

・事業の発案から事業の実施までのサポート役として、PPP/PFIに関する情報提供や、庁内方針決定に至るプロセ

スの支援を実施しており、庁内組織として定着化している

・様々な分野の事業検討への関与により、PPP/PFIの経験や情報を蓄積しており、全庁的に網羅的に事業推進が

可能となっている

・PPP/PFIの推進だけの専門部署ではなく、行政改革やファシリティマネジメント等と併せて体制を構築している

（４）その他の特徴的な点について

・PPP/PFI事業のノウハウの蓄積をいかすべく、導入可能性調査まで推進部局で実施

・検討プロセスの試行錯誤を踏まえた検討プロセスの見直し（PDCAサイクルの徹底）

②－３ 庁内推進体制の事例について
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②PFIの事業化段階

③PPP/PFIの実施段階

事業の発案

簡易な検討

詳細な検討

事業の実施

事業の終了

優
先
的
検
討
段
階

実施方針の策定

特定事業の評価

民間事業者の募集

評価・選定

事業契約等の締結

事業の実施、監視等

※PFIの事例

①優先的検討段階

・採用手法の選択
・PPP/PFI手法が適さないとなった
場合の公表

・PPP/ PFI事業の段階別の第三者による評価事例を、事例として提示
・優先的検討段階における評価については、既存の仕組み等を活用することが考えられる

・特定事業の選定結果の公表（採
用手法他）

・事業者選定基準、契約内容等の
確認、事業者選定

・事業実施状況の確認
・施設運営開始後、定期的な効果
測定の実施

※指定管理者制度における事例
等も存在

①優先的検討段階
⇒事例なし

②PFIの事業化段階
［概要］
・導入可能性調査やPFI事業の各種手続きに対する評価を行う。
・事業ごとに立ち上げているケースが多い
・一方、常設で設置している自治体もある（さいたま市、横浜市等）
③PPP/PFIの実施段階
［概要］
・数年に一度実施する。
・実施状況の確認（モニタリング）を行い、事業効果に対するVFM
の再算定や財務状況等の評価を行う。（神奈川市、横浜市等）

・指定管理者制度では、実施状況の確認・評価は多数行われて
いる。

④行政評価として実施
［概要］
・事業の実績・成果・達成度など行政運営の確認を行い有効性・
効率性の評価を行う。（山梨県、札幌市等）

＜優先的検討段階における評価について＞
・既存の仕組みを活用し、①の評価を行う。
・行政評価の事業評価項目にPPP/PFI事業を追加し、事業プロセス
全体の評価、見直しを行う。

優先的検討におけるPDCAの仕組みの構築について

④事業プロセス全体

・行政運営の確認（行政評価）

③ 第三者評価の仕組み（PDCA）について

ポイント
①説明責任、透明性の確保
②第三者による評価
③優先的検討のプロセスの見直し（作って終わりにしない）
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１．簡易な検討における数値設定等（論点４）

次回の部会について

○ 第３回優先的検討部会では、以下論点に基づき検証を行う予定。

３．優先的検討支援事業の中間報告

２．中間フォローアップの調査結果について

４．運用の手引（素案）

・ＰＦＩ実業を実施した地方公共団体へアンケート調査を実施（現在集計中）

・国・地方公共団体等へアンケート調査を実施（現在集計中）

・今年度支援先（新潟県上越市、福井県福井市、長野県松本市、静岡県富
士市、東京都小金井市）の状況について中間報告

・本日の議論等も踏まえた運用の手引の素案
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